
令和４年１０月２７日

資料２

第5回熊本都市道路ネットワーク検討会

新たな道路ネットワークに関する状況報告
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これまでの検討内容や取組み

令和元年度
～2年度

【第１～４回 熊本都市道路ネットワーク検討会】
• シンポジウムの開催や県民アンケート(約1,000件)を実施
• 熊本市中心部から高速道路ＩＣまでを約10分、熊本空港までを約20分で結ぶ
「新たに必要な道路ネットワークの機能イメージ」をとりまとめ

令和3年11月

令和3年11月
～令和4年3月

令和4年8月

令和4年10月
（今回）

令和3年6月
【熊本県新広域道路交通計画の策定】
• 「10分・20分構想」を掲げ、新たな３路線を高規格道路として位置付け

【熊本県・熊本市調整会議】
• 知事・市長・県議会議長・市議会議長が、新たな３つの高規格道路の実現に向け、
「有料道路制度を含めた検討」及び「建設促進活動の推進」に連携して合意

【熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会】
• 住民や企業向けアンケート(約16,000件)、企業・団体ヒアリング等を実施
• 「10分・20分構想」の実現が与える経済効果等について調査・検討

【第５回 熊本都市道路ネットワーク検討会】

【熊本都市圏３連絡道路建設促進協議会の発足】
• 県と熊本市、熊本都市圏の自治体、経済団体等が一体となり、「10分・20分構想」の
早期実現に向けて、建設促進活動に取り組むための協議会が発足
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※平均速度→市道以上の道路を対象に、対象道路の合計延長を、走行に要する合計所要時間で割った平均旅行速度

➢熊本都市圏の自動車の平均速度※は全国の政令指定都市(３大都市圏除く)でワースト１位。

熊本都市圏の平均速度

※各市のDID範囲を対象に、高速道路は除いて集計
※3大都市圏に該当する政令指定都市（東京、大阪、名古屋）は除いて集計

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

熊本市
DID内

16.1km/h

熊本市
（DIDを除く）
29.4km/h

熊本都市圏
（熊本市を除く）
33.8km/h

熊本市DID

熊本市（DIDを除く）

熊本都市圏（熊本市を除く）

凡例

熊本市中心部の交通状況全国政令指定都市の
平均速度（ DID内）

熊本市中心部（DID）の平均速度は

全国ワースト１位
⇒熊本市は中心部の交通事情が非常に悪い

第１回検討会資料１．熊本都市道路ネットワーク検討会（令和元年度～令和2年度）



■新たな道路で描く未来の都市づくりシンポジウム
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第２回検討会資料１．熊本都市道路ネットワーク検討会（令和元年度～令和2年度）
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遠方都市との交流促進

企業誘致の促進

中心部の賑わい創出

周辺都市との交流促進

重視すると回答した割合

中心部の幹線道路
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地域拠点～中心部

高速道路～中心部

熊本空港～中心部

救急医療施設～高速道路
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観光地～中心部・交通結節点
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熊本港～中心部

道路が担う役割 強化すべき区間

日々の生活の中での動き 中心部と交通結節点のつながり

特に関心度が高いもの

中心部の混雑緩和

公共交通の利便性向上

観光客増加

産業の活性化

日常生活の利便性の向上

遠方都市との交流促進

災害時の代替性確保

救急医療施設への速達性向上

企業誘致の促進
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周辺都市との交流促進
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※シンポジウム会場でのアンケート調査結果とWEBアンケート調査結果を合算

■アンケート調査より得られた意見

第２回検討会資料１．熊本都市道路ネットワーク検討会（令和元年度～令和2年度）
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市役所付近

熊本駅

流通団地

益城熊本空港IC

熊本IC

熊本空港

植木IC

熊本港

水前寺

浄行寺

近見

全体図

※合計379回答

［凡例］

：特に回答が多い箇所

：回答が多い箇所

■シンポジウムアンケート調査結果 具体的な強化区間

➢ 市役所付近や熊本駅、熊本空港、熊本IC等を結ぶ区間の強化が望まれている。

第２回検討会資料１．熊本都市道路ネットワーク検討会（令和元年度～令和2年度）



熊本

外環状道路の内側で
交通混雑

中心市街地

アクセス強化が必要

特に交通が集中

速度が速い

速度が遅い

九州の「へそ」 魅力高まる街並みへのつながり 便利な道路の使い方

時代の変化に対応しながら、将来像を実現するために必要な視点

次の3つの視点を柱に、平常時・災害時を問わず、人流・物流を確保するため、定時性や速達性といった道路
に対する信頼性の高い広域的な道路ネットワークのあるべき姿を示す必要がある。

熊本城

サクラマチクマモト
（桜町再開発事業）

熊本駅

広域的な都市間連携 進化する街並み 慢性的な交通混雑

物流、産業、防災の視点 空港や駅の拠点性の視点 都市内交通円滑化の視点

■将来像を実現するために必要な視点

第２回検討会資料１．熊本都市道路ネットワーク検討会（令和元年度～令和2年度）
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多様な交通手段が
連携した都市

九州中央の広域交流
拠点都市

３つの視点をもって、新しい道路とともに目指す都市像

物流、産業、防災の視点 空港や駅の拠点性の視点 都市内交通円滑化の視点

暮らしやすく
賑わいが創出された都市

“真”に必要な新たな道路ネットワークを導く

九州の「へそ」 魅力高まる街並みへのつながり 便利な道路の使い方

■将来像を実現するために必要な視点

第２回検討会資料１．熊本都市道路ネットワーク検討会（令和元年度～令和2年度）
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※青線は必要な道路ネットワーク機能であり、
具体なルートや位置を示すものではありません。

空港アクセス
約２０分

港アクセス

ＩＣアクセス
約１０分

ＩＣアクセス
約１０分

新たに必要な道路ネットワークの機能イメージ

8

出典：第３回熊本都市道路ネットワーク検討会より

第３回検討会資料１．熊本都市道路ネットワーク検討会（令和元年度～令和2年度）



計画のコンセプト

➢ “すべての道は、くまもとに通じる”を計画のコンセプトに、九州の中心に位置する地理的優位性
を最大限に発揮する広域道路ネットワークの整備を推進。

➢ 熊本市中心部から高速道路ＩＣまでを約10分、熊本空港までを約20分で結ぶ「10分・20分構想」
を新たに掲げた。

２．熊本県新広域道路交通計画（令和3年6月策定） （１／２）
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〇策定主体：熊本県・熊本市
〇策定時期：令和３年６月
〇計画の期間：概ね20～30年間



➢ 「10分・20分構想」の実現を目指し、新たな３路線（熊本都市圏北連絡道路、熊本都市圏南連絡道

路、熊本空港連絡道路）を高規格道路（概ね60km/h以上）として位置付け。

１０分・２０分構想について

▼広域道路ネットワーク計画図
（熊本都市圏拡大版）

新たに必要な道路ネットワークの
機能イメージ

２．熊本県新広域道路交通計画（令和3年6月策定） （２／２）
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当日の様子（開催場所：熊本県庁）

蒲島知事 大西市長

【合意事項】

➢有料道路制度の活用を含めた検討を進め、スピード感をもって対応する。

➢県内自治体や経済界と連携し、建設促進活動に取り組む。

熊本県熊本市

３．熊本県・熊本市調整会議（令和3年11月24日開催）

➢ 地方自治法に基づく熊本県・熊本市調整会議で、知事・市長・県議会議長・市議会議長が、

熊本都市圏の新たな高規格道路3路線について協議。
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■10分・20分構想に関するアンケート・ヒアリング調査の実施

対象 アンケート方法 対象の詳細 回収状況（票）

住民
Web調査

主に熊本県・熊本市の地域住民、
自治体、民間等

webモニター 7,014 
市民アンケート 3,972

小計 10,986

主に熊本県・熊本市の高校生・大学生 4,210 学生

企業 郵送調査 県内外の製造業、運輸業、宿泊業、飲食業、農林水産業 556 

アンケート回収状況 計 15,752 ▲東海大学 出前講座

野々口
副代表幹事

古庄
副会頭

円山座長
（熊本大学）

▲検討会開催状況

【
検
討
会

構
成
員
】

所属・役職 氏名

熊本商工会議所副会頭 古庄　忠信

熊本経済同友会副代表幹事 野々口　弘基

熊本大学

大学院先端科学研究部　教授

円山　琢也

（座長）

東海大学経営学部観光ビジネス学科教授 小林　寛子

熊本日日新聞社　編集局次長 清田　幸子

➢ 経済界や学識等で構成された「熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会」を県・市で設立。

「10分・20分構想」の実現がもたらす様々な経済効果等について検討。

➢ 住民アンケートの回答数：10,986件、若い世代に向けた学生アンケートの回答数：4,210件、
県内外の製造業・運輸業等を中心とした企業アンケート：556社と、非常に多くの回答を得た。

➢ 企業及び団体24社に対しヒアリングを実施し、東海大学への出前講座も開催。

４．熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会（令和3年11月～3月） （１／７）
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➢ 渋滞による１人当たりの経済損失額は、熊本県民で約13～17万円/年、熊本市民で約17～24万

円/年。

■渋滞による損失の試算

※渋滞損失の試算は、熊本県内及び熊本市内において、指定最高速度での
通過時間と平均速度での通過時間の差に、交通量、１台当たりの平均乗車
人員、時間評価値を乗じて、損失を算出。平均速度を、昼間１２時間平均速
度とした場合の損失を下限値、混雑時平均速度とした場合の損失を上限値
としてそれぞれ算出。
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経済損失

【熊本県民】

1人当たりの損失額

約13～17万円/年

熊本市中心部（DID）の平均速度は

全国ワースト１位
⇒熊本市は中心部の交通事情が非常に悪い

全国政令指定都市の平均速度（DID内）

※各市のDID範囲を対象に、高速道路は除いて集計
※3大都市圏に該当する政令指定都市（東京、大阪、名古屋）は除いて集計

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

【熊本市民】

1人当たりの損失額

約17～24万円/年

13

４．熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会（令和3年11月～3月） （２／７） 渋滞による経済損失



➢ 移動時間短縮により、他の活動へ充当する時間が増加し、生活の質の向上などが期待される。

➢ ダブルネットワークの確保等により、救助・救援活動の円滑化や迅速な復旧が期待され、

都市のレジリエンス強化につながる。

■定性効果の例【くらし・教育、災害対策】

４．熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会（令和3年11月～3月） （３／７） 定性効果
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➢ 熊本市中心部から近隣ＩＣまでの所要時間は、福岡都市圏や広島都市圏と比較して最大約４倍。

➢ 九州のラストピースとなる「10分・20分構想」の実現は、九州全体の人流・物流の活性化に貢献し、

九州全体への効果が期待される。

■定性効果の例【九州全体への効果】

中心部（市役所）～各交通拠点間の所要時間 「九州のラストピース」のイメージ

４．熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会（令和3年11月～3月） （４／７） 定性効果
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※1：本検討会において、統計値とアンケート結果を乗じて
試算した需要増加額を産業連関分析して算出

※2：日常、主に使用する道路において、１年間通行止めの
発生を仮定した場合の売上減少抑制効果を算出

➢ 「10分・20分構想」の実現による熊本県域を対象とした経済波及効果は年間約1,500 億円、

また災害発生時の売上減少が抑制される効果は 約3,600 億円 と算出された。

■定量効果【平常時・災害時における経済波及効果】

４．熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会（令和3年11月～3月） （５／７） 定量効果
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■「10分・20分構想」実現に向けた提言

17

４．熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会（令和3年11月～3月） （６／７） 検討会からの提言

１．継続的な周知広報と機運醸成

２．早期実現に向けた取組の強化

３．即効性の高い渋滞対策と公共交通施策との連携

▲県・市へ提言書手交(R4.3.23)



■継続的な周知広報と機運醸成
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◀◀
▼熊本日日新聞

(令和3年12月22日）

▲熊本青年会議所との意見交換会 ▲第24回熊本フォーラム第2分科会（熊本経済同友会）

▲熊本大学教育学部附属小学校
社会科学習への参加

４．熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会（令和3年11月～3月） （７／７） 周知広報・機運醸成



当日の様子（開催場所：ホテルメルパルク熊本）

５．熊本都市圏３連絡道路建設促進協議会（令和4年8月27日設立）

➢ 熊本都市圏３連絡道路の建設促進活動等に取り組み、早期実現を図ることを目的として発足。

➢ 会長：蒲島知事、副会長：大西市長を中心に、国会議員、熊本都市圏の市町村首長・議会議長、

経済界や各種協会などが出席し、設立総会を開催。

▲会長：蒲島知事 ▲副会長：大西市長

▲ガンバロー三唱 19▲基調講演（円山教授）
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県内の高規格道路の整備状況 参考資料

①九州中央自動車道

③中九州横断道路

⑤熊本天草幹線道路

④有明海沿岸道路

②南九州西回り自動車道

⑥熊本西環状道路



県内の高規格道路の整備状況
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①九州中央自動車道

➢ 上益城郡嘉島町～宮崎県延岡市を結ぶ自動車専用道路で、嘉島ＪＣＴ～山都中島西ＩＣ（12.6km）が開通済。
➢ 山都中島西ＩＣ～矢部ＩＣ(仮称)（10.4km）が、令和５年度に開通予定。
➢ 矢部ＩＣ(仮称)～清和ＩＣ(仮称)（10.3km）が、令和４年度に新規事業化。

概 要 図 ・ 整 備 状 況

R4年度 新規事業化【矢部清和道路】

R5年度 開通予定
【山都中島西IC ～ 矢部IC(仮)】

矢部IC(仮) 完成予想図

H30.12.16 開通
【小池高山IC～山都中島西IC】

参考資料



事業中【芦北出水道路】

R4.1月末時点 至 水俣IC
22

➢ 八代市～鹿児島市を結ぶ自動車専用道路で、八代ＪＣＴ～水俣ＩＣ（42.1km）が開通済。
➢ 水俣ＩＣ～出水ＩＣ間（16.3km、うち県内約8.5km）が、県内最後の区間として現在事業中。

概 要 図 ・ 整 備 状 況

【水俣IC】
至 津奈木IC

至 (仮)袋IC

県内の高規格道路の整備状況 ②南九州西回り自動車道 参考資料



波野側坑口

R4.1月末時点

事業中【滝室坂道路】

R2.10.3 開通【北側復旧道路】

R4年度 新規事業化
【大津熊本道路（大津西～合志）】
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➢ 熊本市～大分市を結ぶ自動車専用道路で、大津ＩＣ～阿蘇西ＩＣ(11.9km：北側復旧道路)が令和2年10月に開通
➢ 大津西～合志間（4.7km）が、令和４年度に新規事業化。
➢ 熊本環状連絡道路の事業化に向けた計画段階評価に、令和４年度から着手予定。

概 要 図 ・ 整 備 状 況

県内の高規格道路の整備状況 ③中九州横断道路 参考資料



24

➢ 熊本市～佐賀県鹿島市を結ぶ自動車専用道路で、三池港ＩＣ連絡路が令和４年１月に着工（県内では初）。
➢ 大牟田～長洲間(約9km)については、平成27年に都市計画決定を終えている。

概 要 図 ・ 整 備 状 況

県内 初着工【三池港IC連絡路 着工式(R4.1.22)】

県内の高規格道路の整備状況 ④有明海沿岸道路 参考資料
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➢ 熊本市～天草市を結ぶ自動車専用道路で、みすみＩＣ～登立ＩＣ（3.7km：三角大矢野道路）が、平成30年に開
通（県施工）。

➢ 網田ＩＣ(仮称)～みすみＩＣ（13.5km：宇土三角道路）が、令和３年に新規事業化（国施工）。
➢ 本渡道路（1.3km）が、令和４年度開通を目標に工事中（県施工）。

概 要 図 ・ 整 備 状 況

R4.1月末時点

事業中【宇土道路】

R4.2.12 中心杭打ち式【宇土三角道路】R4年度 開通予定【本渡道路】

県内の高規格道路の整備状況 ⑤熊本天草幹線道路 参考資料

R4.10月時点



▲花園工区の開通式状況（H29.3.26）
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➢ 熊本環状道路の西側を形成する延長約１２ｋｍの自動車専用道路。
➢ 平成２８年度に花園工区（L=4.1km）の暫定２車線が開通。
➢ 現在、令和７年度の工事完成を目標に池上工区（L=4.6km）の整備を推進。
➢ 令和４年度から唯一の未事業化区間である砂原工区（L=3.8km）が新規事業化。

303

E77

熊本IC

嘉島JCT

須屋

熊本駅

中九州横断道路

下硯川IC

和泉IC

花園IC

(仮)池上IC

1

近見

一
般
県
道

砂
原
四
方
寄
線

砂原工区

熊本港

約
12

池上工区

L=4.6㎞

L=3.8㎞

L=4.1㎞
Ｈ29.3供用

花園工区

(仮)砂原IC

km

起点：砂原町

終点：下硯川町

(仮)城山IC 57

３

57

３

３

501

事業中

凡 例

供用中

事業中

R4年度新規事業化

▲完成イメージ（仮）池上インターチェンジランプ部

概 要 図 ・ 整 備 状 況

県内の高規格道路の整備状況 ⑥熊本西環状道路 参考資料


